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播種量は乾籾８０ｇ 条撒きが良い

第１葉展開時から、１葉増えるごとに追加施肥１ｇＮ／箱行うと根が長持ちします。

育苗期間は一般移植よりは長くし、３．５葉～４葉で移植します。

有機栽培であるため基本的には無防除。

ただし近年は出穂期以降のカメムシの発生が多く登熟不良による収量低下、斑点

米による品質低下につながっているため注意を要する。

また、耕種的防除として出穂期前に畦畔雑草の処理を行うこと、圃場内のイネ科

雑草の抜き取りは重要です。

また、無農薬栽培になるため出来るだけ病気に強い品種を選ぶ。

機械除草
田植え後14日から7日おきに除草（３～４回程度）。基本的に
は雑草発生を確認してから行う。
イネ科雑草が多い場合は早めから、広葉雑草が多い場合は
遅めから行う。
田面はひたひた状態で行い、乾燥条件での作業はしない。
ヒレタゴボウ、アメリカセンダングサ等の中干以降に発生の
多い圃場では効果が十分でない場合がある。
また、作業性を良くするために代かき時の均平は重要です。

圃場の生産力の維持増進のため、稲ワラ等の全量すき込みおよび冬季にたい肥（鶏糞等）等の施用を行い
ます。ただし、過剰な有機物の施用は収量、品質を不安定とさせるため、土壌診断により状態の把握に努め

種子消毒は温湯消毒器を用いて行います。６０℃１０分が基準です。消毒後は低温水で十分放冷し
た後浸種作業に入ります。ただし浸種初期の10℃以下の低温は発芽率の低下を招くことから、
13℃前後での浸種を心掛けます。低温期の出芽には、加温式の育苗期の利用が有効です。

基肥：基本的には無施肥にします。
追肥：田植え後センシングを行い追肥としてくず大豆を100kg/10a施用します。

初期生育が遅いため、早く分けつを確保することが重要。そのため搔き取り回数20回（条にあわせる）で
70株／坪の密植で移植するほうが収量が安定する。
また、欠株が多い場合は雑草が多くなるため補植したほうが良い。

4月下旬～5月上旬移植が適期です。（この期間で安定的
な収量・品質が確保されます）
極端に移植時期が早いと有機質肥料の肥効が出にくくなり
ます。なるべく、雑草をはやして、田面から除去してから移
植したほうがその後の雑草発生が少ないくなります。
また、移植時に、米ぬか同時散布60㎏／10aを行うことで、
有機酸を発生させて、雑草の発芽を抑制します。

浅水 間断灌水 間断灌水

2回代掻き：1回目、荒代掻き。荒代掻き後、（最高気温－１０）℃の積算が８０℃でコナ
ギ等雑草が発芽するので、雑草発芽後に、2回目の代掻きを行います。2回目の代掻
きは水を多く入れて、代掻きを実施する前に、トラクターで8の字などに圃場内を走っ
て、轍を水面に作ってから行うと、どこを作業したかわかりやすくなります。


